
                                                                              

校園長室から        

 

  学校教育目標 

共に学び共に伸びる子ども 

・いのちを大切にできる子ども   ・だれとでも仲良く協力し合う子ども 

・意欲をもち学習する子ども ・ねばり強くはたらく子ども 

   令和 8年 7月 1日 第 112号 

夢はつづく 

 午前 2時キックオフ。 

 みなさんどのように対応されたでしょうか。若いころならずっと起きていて、

試合を見てそのまま仕事、と考えたでしょうが、赤いチャンチャンコがちらち

ら見えてくる年ごろには、厳しいものがあります。 

 一日の徹夜なら回復するには、三日ぐらいかかります。実際、昨年一昨年

の修学旅行では、そのような状態でした。 

 「笑われるかもしれませんが、優勝を目指しています」と森保監督の言葉

に夢を見ました。 

 だって、オリンピックの陸上競技では、男子の 4×100m リレーでメダルを

獲得していますし、メジャ－リ－グでは、イチロ－が首位打者を何年もとったり

大谷翔平選手は、ホ－ムラン王を獲得しています。アメリカ大リ－グは、日本

の選手がいなければ成り立たないのではないでしょうか。 

 (その分国内のプロ野球は、寂しい感じがしますが。) 

 「ゆとり世代」と言われて育ったスポ－ツ選手たちが、世界を相手に戦い勝

利していく場面を何度も見てきました。 

松山茂樹選手のマスタ－ズ優勝なんて、今も信じられません。 

 そろそろサッカ－がその時を迎えるのかと期待しました。 

 いろんなニュ－スで敗因を分析していますが、「個」の力の向上がすべて

でしょう。組織的な対応は、数段優れていたように思います。この悔しさをし

っかりと次の世代に引き継いでいって、夢の実現につなげてほしいと思いま

す。さて、日本のW杯は終わりましたが、実はW杯はここからが面白い。 

なかなか深夜の対応は厳しいですが、老体に鞭うつつもりです。 


